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金�

１
１
０
万
円

○
氷
川
ま
つ
り
補
助
金

　

�

７
０
０
万
円

○
竜
北
公
園
費

　

�

９
４
２
万
円

○
立
神
峡
公
園
費

　

�

２
，２
４
１
万
円

◆
土
木
費
◆

○
道
路
維
持
修
繕
費

　

�

２
，５
８
３
万
円

○
道
路
新
設
改
良
費

　

�

１
億
８
，３
９
２
万
円

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

　

�

２
億
９
，７
３
０
万
円

○
桜
ヶ
丘
団
地
改
修
工
事

　

�

３
，２
６
０
万
円

○
宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計

繰
出
金�

９
４
１
万
円

◆
消
防
費
◆

○
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
負
担
金

　

�

３
億
２
，３
１
９
万
円

○
団
員
報
酬

　
�

１
，３
８
４
万
円

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
負
担
金

　

�
１
，３
７
８
万
円

◆
教
育
費
◆

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
報

酬

　

�

１
，５
１
２
万
円

○
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金�

４
７
０
万
円

○
奨
学
資
金
貸
付
金

　

�

２
５
２
万
円

○
パ
ソ
コ
ン
借
上
料

　

�

６
０
３
万
円

○
氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学

校
組
合
負
担
金

　

�

７
，９
６
９
万
円

○
八
火
図
書
館
・
宮
原
振
興

局
新
築
工
事

　

�

３
億
９
，１
６
０
万
円

米
村
議
員　
総
務
費
の
行
政

評
価
導
入
業
務
委
託
、
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

総
務
課
長　
こ
れ
ま
で
氷
川

町
に
お
い
て
町
の
予
算
を

使
っ
て
ど
の
よ
う
な
行
政
運

営
を
行
っ
た
か
な
ど
、
主
要

な
事
業
に
つ
い
て
は
広
報
紙

や
決
算
報
告
書
等
に
よ
り
ま

し
て
、
議
会
及
び
町
民
の
皆

様
方
に
お
知
ら
せ
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業
完
了

後
に
お
い
て
目
標
の
達
成
度

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
な
ど

の
成
果
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
評
価
分
析

は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
か
ら
、
今
回
こ
の
「
行
政

評
価
（
第
三
者
の
目
で
）」

に
つ
い
て
、
導
入
等
を
委
託

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

米
村
議
員
「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
と
い
う
の
は
、
ど
う

い
う
人
た
ち
が
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
。

健
康
福
祉
課
長
臨
時
福
祉

給
付
金
６
，１
４
９
万
の
ご

説
明
を
し
ま
す
。
新
聞
・
テ

レ
ビ
等
で
も
報
道
は
な
さ
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

国
の
ほ
う
で
消
費
税
が
４
月

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
ま
し
て
、
低
所
得
者
に

与
え
る
負
担
の
影
響
に
鑑
み

て
、
一
体
改
革
の
協
議
の
中

で
講
じ
る
社
会
保
障
の
充
実

の
た
め
の
措
置
と
い
う
こ
と

で
、
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
町
村
民
税
、
均
等
割

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
者
。

ま
た
、
課
税
さ
れ
て
い
る
者

の
扶
養
親
族
を
除
く
と
い
う

ふ
う
に
な
り
ま
す
が
、
対
象

の
方
と
い
う
の
は
、
平
成
26

年
の
１
月
１
日
現
在
で
お
住

ま
い
の
町
村
に
お
ら
れ
る
方

が
対
象
に
な
り
、
本
町
の
場

合
、「
試
算
」
の
段
階
で
す

が
、
５
，２
０
０
名
ほ
ど
が

対
象
に
な
ら
れ
る
か
と
い
う

ふ
う
に
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
算
分
と
い
う
の
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
給
付
対
象

者（
５
，２
０
０
名
）の
対
象

者
の
方
の
う
ち
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
受

給
の
方
に
つ
い
て
は
加
算
分

と
し
て
５
，０
０
０
円
を
支

給
す
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

長
尾
議
員
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
の
整
備
に
関
し
て
、
工

業
誘
致
を
考
え
て
い
る
ん
だ

と
い
う
よ
う
な
お
話
が
ご
ざ

い
ま
し
た
け
ど
、
具
体
的
に

何
か
そ
う
い
う
企
業
な
り
、

ま
た
対
策
等
お
考
え
で
あ
る

の
か
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
の
周
辺
に
工
業
用

地
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
、

現
在
、
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に

元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
が
平
成
７

年
に
土
地
を
取
得
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
土
地
に
つ
き
ま

し
て
、
今
年
の
３
月
に
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
も
開
通
し

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
も
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
こ
ち
ら
に
お

い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と

で
、
以
前
か
ら
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の

ほ
う
か
ら
元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ

の
本
社
、
並
び
に
営
業
所
な

り
に
出
か
け
て
お
話
し
て
ま

す
し
、
ま
た
向
こ
う
の
方
か

ら
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
際
も

企
業
誘
致
の
お
話
を
し
、
で

き
れ
ば
早
め
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
一
生

懸
命
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

江
嵜
議
員
空
き
家
対
策
に

お
け
る
解
体
費
補
助
と
い
う

の
が
話
に
で
て
、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
」
の
ほ
う
で

や
り
ま
す
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
解
体
費
補
助

に
つ
い
て
は
、
補
助
率
は
何

割
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長
現
在
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
中
で
解
体

も
含
め
る
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、

10
万
円
以
上
の
解
体
に
対
し

て
20
％
の
補
助
率
で
、
限
度

額
が
１
０
０
万
で
す
。
１
０

０
万
円
以
上
に
な
れ
ば
全
部

で
20
万
円
と
な
り
ま
す
。

特　別　会　計
会　　計　　名 予　算　額（千円）
国民健康保険 1,992,213
後期高齢者医療 154,525
介護保険 1,435,638
下水道事業 760,716
宅地開発事業 9,459

一
般
会
計
当
初
予
算

主

な

質

疑

追加提案として

「人事案件」が提出されました !!
◆副町長◆
　地方自治法第162条の規定により、議会の同意を
求められました。
　◎平　逸郎　氏（町）の選任に同意しました。

◆教育委員会委員◆
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条
第１項の規定により、議会の同意を求められました。
　◎太田　篤洋　氏（新田）の任命に同意しました。

◆監査委員◆
　地方自治法第196条第１項の規定により、議会の
同意を求められました。
　◎本田孝志　氏（南鹿野）の選任に同意しました。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
条
例
等
４
件
、
予

算
２
件
、
そ
の
他
２
件
で
す
。

　

全
案
件
と
も
委
員
全
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
【
条
例
等
４
件
】

◎
氷
川
町
職
員
の
高
齢
者
部

分
休
業
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

こ
の
条
例
は
、
国
の
制
度

に
準
ず
る
も
の
で
特
に
質
疑

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
氷
川
町
職
員
の
修
学
部
分

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
。

　

こ
の
条
例
改
正
も
国
の
制

度
改
正
に
伴
う
も
の
で
特
に

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
氷
川
町
社
会
教
育
委
員
設

置
条
例
の
一
部
改
正
。

　

こ
の
改
正
は
、
社
会
教
育

法
の
改
正
に
よ
り
「
委
員
は
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の

関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上

に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並

び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の

中
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委

嘱
す
る
。」
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

◎
八
代
市
と
氷
川
町
と
の
間

の
八
代
市
立
養
護
学
校
に

就
学
す
る
学
齢
児
童
及
び

学
齢
生
徒
の
教
育
事
務
に

関
す
る
規
約
の
一
部
変
更
。

　

今
ま
で
の
「
養
護
学
校
」

の
名
前
を
「
特
別
支
援
学

校
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
【
予
算
２
件
】

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の

所
管
す
る
主
な
補
正
予
算
は
、

歳
入
に
お
い
て
、
町
税
や
教

育
費
国
庫
補
助
金
の
追
加
等

で
歳
出
に
お
い
て
、
竜
北
中

学
校
校
舎
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
造
工
事
費
に
４
億
4
，

2
1
5
万
５
千
円
、
竜
北
西

部
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
工
事
費
と
し
て

２
億
4
，3
1
1
万
６
千
円

が
そ
れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
審
査
内
容

江
嵜
委
員　

滞
納
繰
越
分
の

歳
入
予
算
が
追
加
さ
れ
た
主

な
要
因
は
何
で
す
か
。

税
務
課
長　

通
常
の
業
務
の

中
で
職
員
が
徴
収
実
績
を
上

げ
た
た
め
で
す
。

江
嵜
委
員　

中
長
期
在
留
者

住
居
地
届
出
事
務
で
、
本
町

の
在
留
者
は
何
人
で
す
か
。

町
民
環
境
課
長　

59
人
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算

　

当
初
予
算
と
し
て
、
本
年

度
新
規
予
算
計
上
さ
れ
た
も

の
は
、
行
政
評
価
導
入
業
務

委
託
費
3
1
5
万
円
、
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
工
事
費
2
，

5
0
4
万
円
、
非
常
備
消
防

費
消
耗
品
（
活
動
服
）
1
，

4
4
2
万
円
、
八
火
図
書

館
・
宮
原
振
興
局
新
築
工
事

費
３
億
9
，1
5
9
万
４
千

円
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容

上
田
俊
孝
委
員　

給
与
カ
ッ

ト
に
応
じ
な
か
っ
た
自
治
体

に
格
差
を
付
け
る
と
の
こ
と

で
す
が
。

総
務
課
長　

本
町
は
、
満
額

交
付
税
措
置
の
予
定
で
す
。

清
田
委
員　

財
政
調
整
基
金

の
適
正
規
模
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

通
常
は
、

標
準
財
政
規
模
の
30
％
か
ら

80
％
で
、
本
町
は
約
50
％
に

な
り
ま
す
。

江
嵜
委
員　

職
員
管
理
計
画

と
現
状
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

行
革
大
綱
で
26

年
度
は
、
１
０
９
名
で
常
葉

保
育
所
（
９
名
）
を
除
く
と

現
在
１
０
７
名
で
す
。

江
嵜
委
員　

民
間
委
託
職
員

は
何
名
で
す
か
。

総
務
課
長　

28
名
で
す
。

江
嵜
委
員　

行
政
評
価
業
務

委
託
費
の
見
積
り
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

見
積
書
を
提
出

し
ま
す
。（
研
究
員
手
当
、

調
査
研
究
費
、
資
料
作
成
費

等
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。）

江
嵜
委
員　

地
方
バ
ス
対
策

費
1
，1
5
0
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
氷
川
町
役
場

を
通
る
路
線
の
要
望
は
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

進
ん
で
い
な
い

が
、
町
の
方
針
が
決
ま
れ
ば

産
交
バ
ス
と
協
議
で
き
ま
す
。

江
嵜
委
員　

太
陽
光
発
電
工

事
は
、
地
元
発
注
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

指
名
審
査

会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

江
嵜
委
員　

フ
ッ
化
物
洗
口

に
つ
い
て
、
八
代
市
は
２
学

期
か
ら
導
入
予
定
だ
が
、
本

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
町
も
八

代
市
と
足
並
み
を
揃
え
、
２

学
期
か
ら
実
施
し
ま
す
。

江
嵜
委
員　

学
校
か
ら
反
対

が
出
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
誰
が
実
施
し
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

町
の
保
健

師
、
薬
剤
師
、
養
護
教
諭
等

を
考
え
て
い
ま
す
。

上
田
俊
孝
委
員　

学
校
運
営

協
議
会
の
趣
旨
と
委
員
の
任

命
は
だ
れ
が
す
る
の
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

地
域
の
声

を
学
校
運
営
に
生
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。
委
員
は
、
15

名
で
選
考
は
学
校
長
で
教
育

委
員
会
が
任
命
し
ま
す
。

上
田
俊
孝
委
員　

学
校
運
営

委
員
を
長
期
に
さ
れ
て
い
る

方
を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

学
校
教
育
課
長　

長
期
の
方

は
、
学
校
長
と
話
し
合
い
な

が
ら
適
時
交
代
さ
せ
て
い
き

た
い
。

永
田
委
員　

護
念
寺
で
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
は

ど
う
し
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
と
し
て

は
、
文
化
財
の
保
存
を
大
前

提
に
し
て
い
る
の
で
話
し
合

い
が
進
ま
な
い
状
態
で
対
策

の
打
ち
様
が
あ
り
ま
せ
ん
。

清
田
委
員　

減
税
補
て
ん
債

と
臨
時
財
政
対
策
債
の
変
動

が
大
き
い
理
由
は
何
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

調
書
に
間

違
い
が
判
明
し
た
の
で
差
し

替
え
を
行
い
ま
す
。

　
【
そ
の
他
二
件
】

◎
国
土
利
用
計
画
の
策
定

　

こ
の
議
案
に
対
し
て
は
、

執
行
部
の
方
か
ら
事
前
に
説

明
を
受
け
、
そ
の
際
、
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
の
で
委

員
会
で
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

執
行
部
の
方
か
ら
町
民
の
皆

様
に
報
告
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

◎
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

に
伴
い
、
町
有
地
１
万
1
，

4
0
6
㎡
（
88
筆
）
を
4
，

5
5
6
万
2
1
2
円
で
西
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
売

却
す
る
も
の
で
議
会
の
承
認

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
審
査
内
容

清
田
委
員　

売
り
払
い
価
格

は
ど
の
様
に
算
定
さ
れ
ま
し

た
か
。

企
画
財
政
課
長　

西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
が
不
動
産

鑑
定
を
行
っ
た
評
価
額
で
す
。

総
務
文
教

　

常
任
委
員
会
報
告


